
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  教育委員会 教育みらい創造室 

〒836－8666大牟田市有明町 2-3   電話 0944－41－2867  

 FAX 0944－41－2862 

問合せ先 ※大牟田市教育委員会 TOPページ   

上をクリックするかこちらの二次元

コードからご覧ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」 

令和６年度の大牟田市教育委員会の重点事業の一つ 

 

大牟田市における SDGsの重点 

《ハートフルスクールプロジェクト推進事業》 

☆目的 

全ての児童生徒が、将来、社会で活躍できるようになることを目指して、不登校児童生徒の個別ニ

ーズに合った多様な学びの「場」を確保し、児童生徒の学びを継続させるとともに、学びに伴走でき

る「人」の確保と「仕組み」づくりを進めます。 

 

 

  

 

 

 

 

市立の小学校と中学校に、順次、小中一貫教育制度（原則として併設型）の導入を進め義務教育

９年間を見通した系統性・連続性のある指導により、児童生徒の学力向上や心身の健全な育成、

「中 1ギャップ」や不登校の解消を目指します。また、校区の小・中学校がより密接な関係を築

き、教育内容・活動の充実を図ることで、教職員の指導力の工場を図ります。さらには、学校・家

庭・地域の「つながり」を深め、「地域とともにある学校」や「学校を核とした地域づくり」を推

進します。 

☆事業内容                      

 

 

 

伴走できる「人」の確保と「仕組み」づくり 

★各学校のスクールカウンセラーの配置

時数を拡充し、児童生徒の心理面でのサ

ポートや相談対応を充実させます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

★不登校児童生徒への適切な支援に関す

る先生方への研修を実施します！ 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

不登校の児童生徒全ての学びの場を確保

し、学びたいと思った時に学べる環境を整

えます。 

令和６年７月 第４号 

号                               

 
 持続可能な社会を創る｢おおむたっ子｣の育成と 

日本社会に根差したウェルビーイングの実現 

保護者・地域のみなさま 

 ①対象 心理的なサポートが必要な児

童生徒や保護者 

 ②内容 臨床心理士などの心理の専門

家がこころのケアやカウンセ

リングを行います。 

 ③場所 各学校 ※事前の電話予約が

必要です。 

校内における研修会や中学校区で開

催する研修会等に加え、大牟田市教育委

員会主催の研修会で、不登校児童生徒へ

の適切な支援に関する先生方への研修

を行います。 

 

詳しくは、各学校にお問合せください。 

不登校児童生徒の多様な学びの「場」の確保 

★校内教育支援センター「ハートフルルーム」の設置 

 文部科学省の「COCOLOプラン」に示された「スペシ

ャルサポートルーム等」として、落ち着いた空間で学

習・生活できる環境を学校内に設置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★サテライトスペースの開設 

多様な学びの場、居場所の確保として、市内７地区公

民館に順次開設していく予定です。 

  

①対象 登校できるが、自分の教室に入ることができ

ない児童生徒 

②内容 学習指導員を配置し、 

児童生徒のぺースに合 

わせて相談や学習のサ 

ポートなどを行います。 

③場所 学校内に教室を準備 

しています。 

①対象 様々な理由で学校に登校することが難しい、
市内の児童生徒 

②内容 スクールソーシャルワーカー（SSW)が相談や

学習のサポートなどを行います。 

③場所 各地区公民館（順次開設） 

※先行事例 

サテライトスペース「ぱすてる」 

 「ふらっと立ち寄り過ごせる安心な場所」 

中央地区公民館 ２階 創作室 

   毎月第 2,３,４月曜日 

   14:00～18:00 

https://www.city.omuta.lg.jp/kyouiku/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な関係者とのつながりを生かして学習を進めています！ 

 

RDFセンター 
 

世界遺産が校区にある駛馬小学校で行われた「世界遺産登録 9周年記念集会」 
「大牟田の宝である宮原坑などの素晴らしいところを発信したい！」という代表児童挨拶の後、6 年生によ

る子どもボランティアガイドのデモンストレーションがあり（写真左）、クイズが出題されました。全校児童で
作成したお祝のメッセー 
ジパネルを市に寄贈した 
後（写真中央）、全校児 
童で「きらめく駛馬」を 
声高らかに歌いました。 
（写真右） 

7月 8日は、世界遺産登録９周年記念日でした。子どもたちは、世界遺産学習を通して、3つの誇り①偉業を

なした先人への誇り②遺産そのものへの誇り③この業績を後世に引き継ごうとする誇り を学んでいます！ 

 

教育委員会学務課給食担当が考案した 
石炭にちなんだ給食メニュー 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校では、炒った大豆にココアパウダーを
まぶして石炭をイメージした「石炭ビーンズ」
（写真右上）、中学校では、鶏肉を黒ごま味噌で
からめて石炭をイメージした「鶏肉の黒ごまみ
そがらめ」（写真右下）が提供されました。 

 
 

大牟田市役所世界遺産・文化財室で６年生対象に行われる 
「近代化産業遺産見学会」 

 

4年生対象に行われる環境学習  市内の環境施設への社会科見学を実施しています！ 

「近代化産業遺産見学会」は、
市内小学校 19校で実施されてい
ます。６年生は、市役所世界・遺
産文化財室の文化財専門職員や大
牟田観光協会ボランティアガイド
の方から説明を受け、大牟田市の
発展の歴史やその功績を成し遂げ
た人々について学んでいます。 

リサイクルプラザ  
 

エコサンクセンター 
 

ありあけ浄水場  

大牟田市内の小学４年生は、市役所環境部環境業務課の方々をゲストティーチャーに招き、環境学習を行って
います。子どもたちは環境学習を受けて日常の生活を見直し、さらに社会科見学で現地を尋ね、学習を深めてい
ます。学習後、自分のこれからの目標をカードに書きました。夏休み期間中に各地区公民館等に展示されますの
で、子どもたちの決意を、ぜひ、ご覧ください。 

《お知らせ》 夏休みに出かけてみませんか！ 

大牟田市出身のイラストレーター、オゼキイサムさんの相撲愛にあふれた絵本『すもう

のずかん』の世界が、ともだちや絵本美術館の「えほんギャラリー」に登場しました。 

期間中はオリジナルデザインのまわしをつくるワークショップや、参加型トントン紙相

撲大会も予定しています。7 月 21 日のトントン紙相撲大会「最強力士決定戦」にはオ

ゼキイサムさんもやって来ます。詳しくは、こちら⇒大牟田市ともだちや絵本美術館 (ホームページ) 

8月 15日まで開催しています！ 

https://tomodachiya.jp/

